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福岡県防犯協会連合会公益社団法人

●未成年者が全体の51％を占めている。
●「10歳代」が約45％、
　「20歳代」が35％を占めている。

●「21～23時まで」が25％、「18時～20時まで」が
　約20％、「０～２時まで」が17%を占めている。

●「有職者」が約37％と最も多い。
●「高校生」が18％、「大学生」が13％、
　「中学生・小学生以下」が18％である。

　若葉薫るころになりました。会員の皆様には、ますますご清祥のこととお慶びを申し上げます。また、平素か
ら、当法人の運営に関し、多大のご理解、ご支援を賜っていることに対して心からお礼を申し上げます。
　この度、当法人は、平成24年４月１日付けをもって、公益法人制度改革に基づき、「社団法人」から「公益社団
法人」に移行し、新たに「公益社団法人 福岡県防犯協会連合会」となりました。これも会員の皆様をはじめ多く
の関係者の方々のご支援の賜物と厚く感謝申し上げます。
　さて、これまで当法人の会長は、歴代、県知事にご就任いただいていたところでありますが、今後は名誉会長
としてご尽力をいただくことになり、その後任として会長を仰せつかりました。身に余る重責ではありますが、
これまで同様、ご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。　
　当法人は、昭和30年に発足し、同32年に社団法人として許可を受けて以来、早、半世紀を超える歴史を刻み、
県民の治安に関わる諸活動に地道に取り組んできたところでありますが、新公益法人への移行を機に、当法人
の社会的な役割と責任を果たすべき、一層、県警察はもとより、関係機関・団体、地域ボランティア団体等との連
携を深め、県民の皆様が期待する「安全・安心して生活できる福岡県の実現」に向けて、努力を積み重ねてまい
る決意でございます。どうか今後とも、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　終わりに、皆様のご健勝、ご発展を祈念申し上げて就任のあいさつとさせていただきます。

会長就任あいさつ
　　　　　　公益社団法人　福岡県防犯協会連合会
　　　　　　　　　会　長　　太　田　和　郎　(現博多防犯協会長)

性犯罪の被害実態
　福岡県の性犯罪の発生件数は、平成18年以降減少傾向にありましたが、昨
年は550件で前年に比べ４件増加しました。これから夏場にかけて性犯罪が
増加する傾向にあります。防犯意識を高めて性犯罪を防止しましょう。

◎屋内被害
・無締まりのドアや窓から侵入する。　
・被害者が自宅玄関のカギを開けるの
　と同時に室内に押し込む。
・住民を装い、マンション等に侵入し、
　エレベーター内、非常階段などの住民
　の死角となる場所に連れ込む。
・宅配便等を装い、ドアを開けさせ、室
　内に押し込む。
◎屋外被害
・帰宅中の被害者を後ろからつけて行き、
　人のいない暗い場所でいきなり襲う。
・携帯電話の使用や音楽を聴きながら
　の歩行中の女性を狙う。

犯行形態

10歳代
45%20歳代

35%

30歳代
８%

40歳以上
６%

10歳未満
６%

無職者
８%

被害者の年齢別

被害の時間帯別

被害者の職業別

有職者
37%

大学生
13%

小学生以下
11%
中学生
７%

高校生
18%

専門学生
６%

91

60
38

58

108 136136

6

150

100

50

0
０～２時 ３～５時 ６～８時 ９～11時 12～14時 15～17時 18～20時 21～23時 不明

28 2528 25



１
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く

考えよう！　あなたの周りの　危険と安全

(2) 防犯 ふくおか防犯 ふくおか

　防犯協会では、県警と協働して、子どもの安全を願い、
犯罪被害を防止するため、小学新一年生にランドセルな
どに貼る被害防止ステッカーを配布して、注意を呼びか
けています。

★声かけ･連れ去り
　一人で遊んでいる子どもや下校している児童を
狙った「声かけ」事案が多発しています。日ごろから
家庭や地域、学校等で繰り返し防犯指導しましょう。

　最近、全国的に児童虐待事案が相次いでいます。子どもの
生命を奪われるなど重大な結果をもたらす児童虐待の問
題は、社会全体で早急に解決しなければならない問題です。
　平成23年の全国の警察が
摘発した18歳未満への児童
虐待は、384件で前年より32
件増加(+９%)し、統計を取り
始めた平成11年以降最多と
なり増加傾向にあります。

児童虐待とは保護者がその監護する児童について、
次の行為をすることをいいます。
①身体的虐待　
　殴る、蹴る、熱湯をかける、溺れさせる、
　タバコの火を押しつけるなど
②性的虐待　
　児童への淫行、性的行為の強要、
　児童ポルノの被写体にするなど
③怠慢又は拒否(ネグレスト) 
　適切な食事を与えない、ひどく不潔にする、
　子どもの世話をしないなど
④心理的虐待　
　他の兄弟姉妹との著しく差別した扱い、
　児童の前で家族などに暴力を繰り返す、
　言葉による脅かしなど 　

●子どもの通学路知っていますか。
●誰と、何処で遊んでいるか知っていますか。
●近くに、水路や濠があり、転落のおそれはありませ
　んか。
●防犯ブザーなど防犯グッズを持たせて、いつでも
　使用できるようにしていますか。
●ちゃんと家庭で防犯指導していますか。

◆防犯ポイント◆
●知らない人について行かない。知らない車に近づ 
　かない。
●一人で遊ばない。遠くへ行かない。
●公園のトイレに行くときも友達等を誘って一緒に！
●誰と何処で遊ぶか、何時に帰るかを必ず家の人に
　言う習慣を身につける。
●エレベーターで知らない人と２人きりで乗らない。
●防犯ブザーを持たせ、すぐ使えるようしておく。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     など

＊こんな声かけに注意しましょう。
●「道を教えて」「この場所に案内して？」
●「お母さんが呼んでいるよ」
　「学校の先生が呼んでいるよ」「送ってあげよう」
●「お母さんが病院に運ばれたから一緒にいこう」
●「お菓子をあげるよ」
　「面白いゲームがあるよ」　等

新一年生に被害防止ステッカーを配布しています！

子どもの安全対策　　　　～大切な子どもを犯罪から守るために！～

保護者の皆さんへ！

児童虐待から子どもを救おう!!児童虐待から子どもを救おう!!

【児童虐待事件検挙件数の推移(全国)】
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★あなたの「通告･通報」が児童虐待
　から子どもたちを救います。
　「知らせる」勇気とおもいやりを持ちましょう。
　「児童相談所全国共通ダイヤル」
　・24時間対応
　・お近くの児童相談所に電話をおつなぎします。

迷わず
通　報

0570－064－000
※一部地域では使えないことがあります。
※PHSや一部のIP電話からはつながりません。

TEL
緊急の場合は、
最寄りの警察署

または

110番



防犯ボランティアへの　感謝の気持ち　忘れずに
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　風俗営業者は、風営適正化法(風俗営業等の規制及び業
務の適正化等に関する法律)に基づき、公安委員会から選
任された管理者について講習を行う旨の通知を受けたと
きは、管理者に講習を受けさせなければなりません。
　この定期講習は、すべての営業所の管理者に対し、管理
者として選任された日からおおむね３年ごとに１回行う
こととされています。
●風俗環境浄化協会は、公安委員会から委託を受けて、
　おおむね毎月２回、各地区ごとに振り分けて開催して
　います。
●管理者講習の通知は、公安委員会から実施予定日の30
　日前までに、「管理者講習通知書」により通知されます。
●管理者講習の通知を受けた風俗営業者は、病気その他
　やむを得ない理由により管理者に管理者講習を受講
　させることができない場合は、実施予定日の10日前ま
　でに、その旨を記載した書面を公安委員会(最寄の警察
　署)に提出しなければなりません。

●通知を受けたときは、積極的に受講しましょう。
　詳しくは、最寄の警察署、又は風俗環境浄化協会
　(092)643－0011にお問い合わせ下さい。

　最近、女性や高齢者を狙っ
たひったくり事案が多発して
います。後方からバイクや車
で近づき、強引にバックを
ひったくって逃走しています。
　深夜に限らず、白昼や夕方の買い物や仕事帰りな
どの時間帯で発生しています。
最近の事例
❶福岡市内において、午後８時ごろ、徒歩で通行中の
　女性がバイクに乗った２人組から手に持っていた
　バックをひったくられた。（３件連続発生）
❷北九州市内で、午後５時ごろ、帰宅中の女性が後方
　から車に乗った者からバックをひったくられた。
　(類似事案数件発生)
対　策
●バックは車道とは反対側の手に持ちましょう。
●人通りの少ない道は避けるようにしましょう。
●ガードレールがある道路は、その内側の歩道を歩
　きましょう。
●自転車のカゴにバック等を入れる場合は、カゴを
　覆う防犯ネットやカバーをしましょう。
●バイクの音や、後方から人の気配がしたら振返っ
　て確認しましょう。
●防犯ブザーをバックに取り付けるなど活用しま
　しょう。

風俗環境浄化協会からのお知らせ
管理者講習の積極的な受講を！ ひったくり

多発!!


